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P19b AKARI衛星による星形成領域の赤外深撮像観測：2
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2006年に打ち上げられた AKARI衛星では、多数の星形成領域の観測を行なってきた。我々は、AKARIに搭
載された赤外線カメラ IRCを用いて、約 200視野の星形成領域の観測を行ない、その解析を進めている。今回は、
このうち星形成領域GGD12-15と Serpens領域についての解析結果を報告する。GGD12-15領域は約１ kpcにあ
る中質量星形成領域で、H領域や水メーザー、COアウトフロー、多数の近赤外線源や電波源の存在が確認されて
いる星形成活動が活発な領域である。Serpensは 260pcという近距離にある低質量星形成領域として知られる有名
な星形成サイトで、class0/I天体を含むような若いクラスターが存在しており、多くの研究がなされてきた。
AKARI/IRCは、約 10分角という広視野で、3～24μｍの近赤外線から中間赤外線の波長での観測を行うこと

ができる装置である。データ解析は、3,4,7,11μｍのデータを用いて行なった。GGD12-15領域では、近赤外線
(3,4μm)で 350天体以上、中間赤外線 (7,11μm)でも 70天体以上を検出した。この領域では、南アフリカの
IRSF/SIRPOLによる近赤外線偏光観測から、JHKsで約 300天体が検出されており、このうち約 200天体が 3,4
μmでも検出された。今回、Ks,3,4μmで 2色図を作成したところ、160天体以上が赤外超過をもつことがわかっ
た。JHKsによる 2色図では赤外超過を持つ天体は約 15％であったが、3,4μmを含めた場合は 80％以上の天体
に赤外超過を持ち、より確実な分類をすることが可能になった。Serpens領域では、近赤外線で 700天体以上、中
間赤外線でも 100天体以上検出することができた。本講演では、AKARI衛星で多数の天体を検出できた両領域に
おいて、1～11μmの広い波長域の観測結果から、星形成や個々の YSOsの特徴について比較・議論を行なって
いく。


